













NBA、NHL の 4 大プロスポーツがあり、また NCAA など大学のスポーツも人気である。米大リー
グ選手会の調査によると、「今季の大リーガーの平均年俸は３8１万8９2３ドル（約 4 億 6 千万円）で史
上最高だった。来季は400万ドルを超える見通し」（日経新聞20１4年１2月24日）とのことである。こ










制の動きが高まる中、全米大学体育協会（National Collegiate Athletic Association： NCAA）は――
実際にはフロリダ大学学長D'Alemberteが――１９９6年に州法統一に関する全米委員会会議（National 
Conference of Commissioners on Uniform State Laws：ULC）に働きかけて、１９９７年にプロジェク
トが開始し、2000年に統一アスリート ･ エージェント法（Uniform Athlete Agents Act：UAAA）
が成立する。その後、2004年にスポーツ ･ エージェント責任と信認法（Sports Agent Responsibility 
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２ ．統一アスリート ･ エージェント法（Uniform Athlete Agents Act：UAAA）















　UAAA は22条から成り、第 １ 条「法令の名称」、第 2 条「定義」、第 ３ 条「召還手続き」、第 4 条
「エージェント契約無効事由」、第 ５ 条「エージェント登録要件」、第 6 条「学校教育機関の保護」、第





























































































３ ．SPARTA（Sports Agent Responsibility and Trust Act）
（ １ ）SPARTA の特徴
　UAAA はモデル法であったため、結局、各州が採択しない限り、エージェント規制は実現できな
いことから、各州の規制を統一する必要から、連邦議会は、2006年、エージェントによる「人を欺く
行為や慣行」を禁止する、連邦スポーツ・エージェント責任・信認法（Sports Agent Responsibility 
and Trust Act（SPARTA）を制定した。SPARTA の成立に尽力したのは、ネブラスカ大学にて
2５年間フットボールチームのコーチを務め、引退後、ネブラスカ選出の国会議員となった、Tom 
Osborne 議員であった。
　SPARTA は 8 条からなり、第 １ 条「法令の名称」、第 2 条「定義」、第 ３ 条「禁止行為」、第 4 条
「連邦取引委員会（FTC）による執行」、第 ５ 条「州による訴訟提起」、第 6 条「学校教育機関の保




消権規定等がないため、UAAA の採択を促す規定（第 8 条）が置かれている。また、SPARTA は、


























３ ．エージェント規制に関する MLBPA 規則（MLBPA Regulation governing Player Agents）








された。本規則は、１0条から成り第 １ 条「序：目的」、第 2 条「定義規定」第 ３ 条「本認証を必要と
する行為」、 ５ 条「エージェントとしての行動指針」、第 ５ 条「エージェントとしての認証行為」第
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N. Ishido CHUKYO LAWYER
た選手の氏名、食事の目的 ･ 金額について選手会に通知することが義務付けられている。さらに、
オフシーズンにクライアントではない選手と会うための会合に参加する場合には、旅行開始から７2






（ ５ ）エージェントの内部関係に関する規制（規則 4 条（ １ ）（ 2 ））

















　UAAA（SPARTA も含め）と MLBPA 規則とを比較してみると、エージェントに関する定義は、
勧誘者を含める点で UAAA の定義が広いものとなっているが、現実的には、勧誘者が登録をする
ことは稀であろう。また、本来のエージェント活動をしていない者も含めているために、規制の対




































（ １ ） William Rothstein, The Business of Sports Representation: Agent Evolution in the “Industry”, ９  
Va. Sports & Ent. L.J. １９ (200９)；Timothy Davis, Regulating The Athlete-Agent Industry: Intended 
and Unintended Consequences, 42 Willamette L. Rev. ７8１ (2006).
（ 2 ） ミラー・アヤラ・アスリート・エージェント法（Miller-Ayala Athlete Agent Act）として知ら
れている。Malone & Lepinsky, The Game Behind the Games: Unscrupulous Agents & College 
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Consequences of the Miller-Ayala Athlete Agents Act: Depriving Student Athletes of Effective Legal 
Representation, １2 UCLA Ent. L. Rev. 26７ (200５).





ツ法学会年報 8 号 １ 頁以下（200１年）参照。
（ 4 ） UAAA を採用する３９州のうち、24州が懲戒規定がないとされ、刑罰規定を有する州でもほと
んど活用されていないようである（Alan Scher Zagier, Laws on Sports Agents Rarely Enforced, 
Huffington Post (Aug. １７, 20１0)。しかし、本来、このような違反行為（選手と契約する）だけでエー
ジェントが処罰を受けること自体に問題があるとの批判もみられる。（Marc Edelman, Disarming 
the Trojan Horse of the UAAA and SPARTA: How America Should Reform Its Sports Agent 
Laws to Conform with True Agency Principles, 4  Harv. J. Sports & Ent. L. １4５, １７2-７4 (20１３)）.
（ ５ ） 樋口範雄『フィデュシャリー〈信認〉の時代　信託と契約』（有斐閣、１９９９年）３8頁参照。また、
フィデュシャリーについては、タマール・フランケル（三菱 UFJ 信託銀行 Fiduciary Law 研究会
訳）『フィデューシャリー : 「託される人」の法理論 』（弘文堂、20１4年）参照
（ 6 ） 池井優「スポーツ代理人――その起源、発展、問題点 （スポーツ事故をめぐる諸問題） 」日本ス
ポーツ法学会年報 8 号３７頁（200１年）によれば、球団側としては「代理人制度導入の結果、年俸の
高騰による球団経営の圧迫」が懸念されていたようである。
